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(57)【要約】
【課題】周囲のインクジェットを使用して、画像基材の
追加パスを必要とすることなくまた印刷プロセスを遅く
することなく、欠落インクジェット、間欠インクジェッ
ト又は微弱インクジェットを補償することを可能にする
。
【解決手段】システムは、１組の所定の発射信号パラメ
ータ２１２を基準にして複数のインクジェット発射信号
を生成するように構成された印刷ヘッド発射信号発生器
２０４と、不良インクジェットを識別する信号に応じて
不良インクジェットの近くのインクジェットによって射
出される第１の量の液体インクを増やすために、少なく
とも１つの所定の発射信号パラメータ２１２を修正する
ように構成された発射信号調整回路２０８とを有する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　欠落インクジェット、間欠インクジェット又は微弱インクジェットを補償する印刷ヘッ
ド制御システムであって、
　１組の所定の発射信号パラメータを基準にして複数のインクジェット発射信号を生成す
るように構成された印刷ヘッド発射信号発生器と、
　不良インクジェットを識別する信号に応じて前記不良インクジェットの近くのインクジ
ェットによって射出される第１の量の液体インクを増やすために、少なくとも１つの所定
の発射信号パラメータを修正するように構成された発射信号調整回路とを含むシステム。
【請求項２】
　前記印刷ヘッド発射信号発生器は、前記不良インクジェットの近くの前記インクジェッ
ト用のフルスケール電圧の約６７パーセントの最大電圧を有するインクジェット発射信号
を生成するように構成され、
　前記発射信号調整回路は、前記不良インクジェットを識別する信号に応じて、前記最大
電圧を、前記フルスケール電圧の約８５パーセント未満のレベルまで高めるように構成さ
れた、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記１組の所定の発射信号パラメータは、前記印刷ヘッド発射信号発生器によるインク
ジェット発射信号の生成を、最大インク量発射信号の約９０パーセント以下のインクジェ
ット発射信号に制限し、
　前記印刷ヘッド発射信号発生器は、前記発射信号調整回路によって、前記最大インク量
発射信号の約９０パーセント～１００パーセントの範囲のインクジェット発射信号を生成
することができる、請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　前記印刷ヘッド発射信号発生器は、前記所定の発射信号パラメータに記憶されたタイミ
ング・シーケンスに対応するタイミング・シーケンスを有するインクジェット発射信号を
生成するように構成され、前記インクジェット発射信号が、前記不良インクジェットに近
い前記インクジェットに前記第１の量のインクを射出させ、
　前記発射信号調整回路は、前記所定の発射信号パラメータに記憶された前記タイミング
・シーケンスを修正して、前記印刷ヘッド発射信号発生器が、前記不良インクジェットの
近くの前記インクジェットに第２の量のインクを射出させるインクジェット発射信号を生
成できるように構成され、前記第２の量のインクは前記第１の量のインクより多い、請求
項１に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に、インクジェットから画像基材上にインクを射出する画像形成装置に
関し、より詳細にはインクジェット差異を補償するためにインクジェットの発射信号を正
規化する画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　プリンタ、プロッタ、ファクシミリ装置等の商品では、印刷媒体を作成するためにドロ
ップ・オン・デマンド・インクジェット技術が利用されてきた。一般に、インクジェット
画像は、印刷ヘッド又は印刷ヘッド組立体上に配列された複数の液滴発生器又はインクジ
ェットから画像基材上にインク滴を選択的に射出することによって形成される。例えば、
印刷ヘッド組立体と画像基材が互いに対して移動され、インクジェットは、インク滴を適
切な時間に放出するように制御される。インクジェット活動化のタイミングは、インクジ
ェットを活動化させてインクを射出させる発射信号を生成する印刷ヘッド・コントローラ
によって実行される。画像基材は、印刷ドラムやベルト等の中間画像部材の場合もあり、
インク画像は後で中間画像部材から紙等の印刷媒体に転写される。画像基材は、インク滴
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が直接射出される印刷媒体の移動ウェブやシートでもよい。インクジェットから射出され
るインクは、プリンタに組み込まれた容器に蓄積された水性インク、溶剤インク、油性イ
ンク、ＵＶ硬化インク等の液体インクでよい。代替として、インクは、溶融装置に送られ
る固体形態で装填される場合もあり、溶融装置が、固体インクをその溶融温度まで加熱し
て、印刷ヘッドに供給される液体インクを生成する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】米国特許第７０２１７３９号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　印刷ヘッドの製造と組み立ての際にインクジェットにばらつきが生じる場合がある。そ
のばらつきには、インクジェット・ノズル直径、チャネルの幅や長さ等の物理的特性の違
いや、インクジェットの熱的又は機械的活性力等の電気特性の違いがある。これらのばら
つきによって、同じ大きさ又は同じ周波数の発射信号に応じてインクジェットから射出さ
れるインクの量に差異が生じることがある。そのような差異を補償するために、これまで
知られている幾つかのプリンタは、印刷ヘッド内の各インクジェットの発射信号を正規化
するプロセスを実行する。従って、個々のインクジェットを活動化するために使用される
電気発射信号を正規化することにより、印刷ヘッド内の全てのインクジェットが、実質的
に同じ液滴量を有するインク滴を生成することができる。
【０００５】
　インクジェット・プリンタの動作中に起こる別の問題は、間欠インクジェット（ｉｎｔ
ｅｒｍｉｔｔｅｎｔ　ｉｎｋｊｅｔ）、微弱インクジェット（ｗｅａｋ　ｉｎｋｊｅｔ）
、又は欠落インクジェット（ｍｉｓｓｉｎｇ　ｉｎｋｊｅｔ）である。具体的には、幾つ
かのインクジェットは、画像基材上にインクを射出するために期待通りに動作しなくなる
ほど完全に又はある程度機能しなくなる。特許文献１が開示するそのようなインクジェッ
トを補償する方法は、機能しないインクジェットを無効にし、その周囲のインクジェット
を使用して欠落インクジェット、間欠インクジェット又は微弱インクジェットを補償する
。無効にされたインクジェットによって行われる予定の印刷は、１つ又は複数の周囲のイ
ンクジェットによって、１つ又は複数の追加の画像基材パスで行われる。従って、この手
法は、追加の基材パスを必要とするので印刷プロセスを遅くする。
【０００６】
　本発明のシステムは、周囲のインクジェットを使用して、画像基材の追加パスを必要と
することなくまた印刷プロセスを遅くすることなく、欠落インクジェット、間欠インクジ
ェット又は微弱インクジェットを補償することを可能にする技術を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明のシステムは、１組の所定の発射信号パラメータを基準にして複数のインクジェ
ット発射信号を生成するように構成された印刷ヘッド発射信号発生器と、不良インクジェ
ットを識別する信号に応じて不良インクジェットの近くのインクジェットによって射出さ
れる第１の量の液体インクを増やすために、少なくとも１つの所定の発射信号パラメータ
を修正するように構成された発射信号調整回路とを有する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明のシステムは、周囲のインクジェットを使用して、画像基材の追加パスを必要と
することなくまた印刷プロセスを遅くすることなく、欠落インクジェット、間欠インクジ
ェット又は微弱インクジェットを補償することを可能にする。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
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【図１】微弱インクジェット、間欠インクジェット又は欠落インクジェットを補償するシ
ステムを使用することができるインクジェット印刷システムのブロック図である。
【図２】インクジェット画像形成システムにおける微弱インクジェット、間欠インクジェ
ット又は欠落インクジェットを補償するシステムのブロック図である。
【図３】インクジェットから射出されるインク滴量を発射信号電圧の関数として示すグラ
フである。
【図４】インクジェットが機能しない可能性を発射信号電圧の関数として示すグラフであ
る。
【図５】インクジェット画像形成システムにおける微弱インクジェット、間欠インクジェ
ット又は欠落インクジェットを補償する方法の流れ図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本明細書で開示されるシステムの環境並びにシステムの詳細の概略的な理解のために図
面を参照する。図面では、類似の要素を指定するために全体を通して類似の参照番号が使
用される。
【００１１】
　図１は、画像形成装置、即ち画像形成装置１０の少なくとも一部分を示し、本開示に関
係する要素が示される。示した実施形態では、画像形成装置１０は、連続的な媒体ウェブ
上に印刷する固体インク印刷プロセスを実施する。このため、画像形成装置１０は、ウェ
ブ供給操作システム６０、相変化インク印刷システム、及びウェブ加熱システム１００を
備える。以下に、図１に示した画像形成システムを参照してインクジェット補償システム
について述べるが、このインクジェット補償システムは、インクジェットを使用して画像
基材上にインクを射出する任意の画像形成装置で使用することができる。
【００１２】
　図１に示したように、相変化インク印刷システムは、ウェブ供給操作システム６０、印
刷ヘッド組立体１４、ウェブ加熱システム１００、及び定着組立体５０を備える。ウェブ
供給操作システム６０は、媒体ウェブ２０を画像形成装置に供給するための１つ又は複数
の媒体ローラ３８を備えてもよい。この供給操作システムは、媒体ウェブを、印刷ゾーン
１８を通りウェブ加熱システム１００を過ぎ定着組立体５０を通る画像形成装置内の媒体
経路に沿って、既知の方式で送るように構成される。このため、供給操作システム６０は
、ドライブ・ローラ、アイドラー・ローラー、テンション・バー等、媒体ウェブを画像形
成装置内に通すための任意の適切な装置６４を備えてもよい。システムは、印刷操作が実
行された後で媒体ウェブ２０を受け取るための巻き取りローラ（図示せず）を備えてもよ
い。代替として、媒体ウェブ２０は、媒体ウェブを個別シートに切断するための当該技術
分野で既知の切断装置（図示せず）に送られてもよい。
【００１３】
　印刷ヘッド組立体１４は、ウェブが印刷ゾーン１８内を通るときにインク滴を媒体ウェ
ブ２０上に直接射出するように適切に支持される。この補償システムを使用することがで
きる他の画像形成システムでは、印刷ヘッド組立体１４は、媒体ウェブ又は媒体シートに
後で転写するためのドラムやベルト等の中間転写部材（図示せず）上に液滴を射出するよ
うに構成されてもよい。印刷ヘッド組立体１４は、キャリッジ型プリンタ、部分幅アレイ
型プリンタ、又はページ幅型プリンタに組み込まれてもよく、１つ又は複数の印刷ヘッド
を備えてもよい。図示したように、印刷ヘッド組立体は、シアン色、マジェンタ色、黄色
及び黒色からなるフルカラー画像を印刷するための４個のページ幅印刷ヘッドを備える。
各印刷ヘッド内に複数のインクジェットが行と列で配置されている。各インクジェットは
、液体インク供給源に結合され、インクジェット内の圧電アクチュエータ等のインクジェ
ット・アクチュエータで受け取った発射信号に応じてインクジェット・ノズルからインク
を射出する。
【００１４】
　図１に示した印刷システムでは、インクは、固体インク供給部２４から印刷ヘッド組立
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体に供給される。しかしながら、本明細書で開示する補償システムを使用する水性システ
ム又はエマルション・インク・システムでは、液体インクは、印刷システムに組み込まれ
た１つ又は複数の容量容器に蓄積される。相変化インク画像形成装置１０が多色装置なの
で、インク供給部２４は、相変化固体インクの４つの異なる色ＣＹＭＫ（シアン、黄、マ
ジェンタ、黒）に相当する４つの供給源２８、３０、３２、３４を備える。相変化インク
・システム２４は、また、固体形態の相変化インクを液体形態に変化させて液体インクを
印刷ヘッド組立体１４に供給するための固相変化インク溶融制御組立体又は装置（図示せ
ず）を備える。
【００１５】
　画像を形成するためにインク滴が印刷ヘッド組立体によって移動ウェブ上に射出された
後で、ウェブは、放出されたインク滴（即ち、画像）をウェブに定着させる定着組立体５
０に通される。図１の実施形態では、定着組立体５０は、媒体ウェブが通されるニップを
形成するために互いに対して位置決めされた少なくとも１対の定着ローラ５４を備える。
媒体ウェブ上のインク滴は、ウェブに圧入され、ニップによって形成された圧力によって
ウェブ上に広げられる。定着組立体５０は１対の定着ローラとして示されているが、当該
技術分野で既知のように、定着組立体は、媒体上にインク画像を定着することができる任
意の適切なタイプの装置又は機器でよい。
【００１６】
　印刷装置の様々なサブシステム、構成要素及び機能の操作及び制御は、コントローラの
支援によって実行される。コントローラは、不良インクジェット補償プロセスを実行し後
述するインクジェット調整回路を動作させるように構成されたプロセッサでよい。コント
ローラは、プログラム命令が記憶された関連メモリを備えた汎用処理装置でよい。プログ
ラム命令の実行によって、コントローラは、インクジェット発射信号を生成し、各不良イ
ンクジェットの行識別子と列識別子で１つ又は複数の不良インクジェットを識別する信号
を受け取り、１つ又は複数の近傍インクジェットの適切な調整を実施することができる。
或いは、コントローラは、インクジェット補償システムを動作させるためにプリント回路
上に構成された特定用途向け集積回路又は１組の電子部品でもよい。従って、コントロー
ラは、ハードウェア単独で実施されてもよく、ソフトウェア単独で実施されてもよく、ハ
ードウェアとソフトウェアの組み合わせで実施されてもよい。一実施形態では、コントロ
ーラは、中央処理装置（図示せず）と電子記憶機構（図示せず）を備えた独立型マイクロ
コンピュータを備える。電子記憶機構は、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）等の不揮発性メ
モリでもよく、ＥＥＰＲＯＭやフラッシュ・メモリ等のプログラム可能な不揮発性メモリ
でよい。コントローラは、画像データ供給源（図示せず）から受け取った画像データに従
って印刷画像又は描写画像の作成を調整するように構成される。画像データ供給源は、ス
キャナ、デジタル複写機、ファクシミリ装置等の幾つかの異なる供給源のいずれでもよい
。画素配置制御は、印刷データに従って媒体ウェブ２０に対して実行され、これにより、
媒体ウェブが印刷ゾーンに通されたときに印刷データに従って所望の画像が形成される。
【００１７】
　印刷ヘッド組立体の各印刷ヘッドは、セットアップ又は保守ルーチンの一部として、印
刷ヘッドの各インクジェットが実質的に同じ印刷品質を持つインク滴を射出するように当
該技術分野で既知の正規化プロセスにかけられてもよい。印刷ヘッドから射出された液滴
の印刷品質は、例えば、量、速度、濃度等の幾つかの液滴パラメータと関連付けられても
よい。射出インク滴の量、速度、濃度等の印刷品質パラメータを測定又は検出するプロセ
スは既知である。印刷ヘッドの各インクジェットごとに印刷品質パラメータを検出又は測
定した後で、各インクジェットの印刷品質パラメータが所定のインク滴基準を満たすかど
うか判定されてもよい。インク滴の量が指定のインク滴基準を満たさない等、液滴パラメ
ータが所定のインク滴基準を満たさない場合、インクジェットは、インク滴を所定のイン
ク滴基準に戻すように較正されてもよい。例えば、各インクジェットから放出される液滴
の印刷品質を調整するために、発射信号の１つ又は複数のセグメント（即ち、パルス）の
電圧レベル、振幅及び／又はタイミングが選択的に変更されてもよい。発射信号を生成す
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るための正規化されたパラメータは、それぞれの印刷ヘッドコントローラがアクセスする
メモリに保存されてもよい。各印刷ヘッドのインクジェット発射信号を生成する発射信号
パラメータが正規化された後、正規化された発射信号パラメータは、各印刷ヘッド・コン
トローラごとに記録又は記憶されてもよく、それにより後で、正規化された発射信号パラ
メータを使用してインクジェットを発射することができる。代替として、プリンタの操作
前にインクジェット発射信号を生成するために、複数の所定の発射信号パラメータが記憶
されてもよい。本明細書で使用されるとき、所定の発射信号パラメータは、演繹的発射信
号パラメータと、正規化された発射信号パラメータとを指す。これらの所定の発射信号パ
ラメータは、印刷ヘッド内のインクジェットにインクを射出させるインクジェット発射信
号を生成するために、印刷ヘッド信号発生器によって使用される。
【００１８】
　１つの例示的な実施形態では、印刷システムは、インクジェットによって射出された液
滴の濃度を検出する液滴濃度センサを含んでもよい。液滴濃度センサは、受像面上に射出
された液滴に光を導く発光ダイオード（ＬＥＤ）と、各インクジェットによって放出され
た液滴から反射された光の強度を検出するＣＣＤセンサ等の光検出器とを備えることがで
きる。これにより、各インクジェットに対応する液滴濃度値を検出することができる。印
刷ヘッドの各インクジェットの検出液滴濃度値は、所定のしきい値又は範囲と比較されて
、各インクジェットが指定された濃度の液滴を射出しているかどうかが判定される。イン
クジェットの液滴濃度が、所望の濃度レベルを満たさない場合は、後述するようなシステ
ムによって発射信号調整が実行されることがある。
【００１９】
　別の実施形態では、印刷システムは、不良インクジェット検出器を備えてもよい。不良
インクジェット検出器は、印刷ヘッド内の各不良インクジェット位置を識別する信号を生
成する。本明細書で使用されるような不良インクジェットとは、発射信号に応じて全くイ
ンクを射出しないか、発射信号の大きさに関して期待された量より少ないインクを常に射
出するか、発射信号に応じて対応量のインクを間欠的に放出するインクジェットを指す。
インクジェット識別データは、後述するように、不良インクジェットの近くの近傍インク
ジェット（ｎｅｉｇｈｂｏｒｉｎｇ　ｉｎｋｊｅｔ）又は準近傍インクジェット（ｎｅａ
ｒ　ｎｅｉｇｈｂｏｒｉｎｇ　ｉｎｋｊｅｔ）を識別するために使用される。その後で、
画像がインク滴を発射する不良インクジェットを含むため、不良インクジェットの近くの
１つ又は複数のインクジェットが、インクジェットが発射するインクの量を増やすように
修正された発射信号を入力することになる。その結果、１つ又は複数の近位インクジェッ
トは、不良インクジェットに不良がなければインク画像を形成するのに必要な量よりも多
いインクを射出する。インクを増やすことにより、不良インクジェットによって生じる欠
落又は薄い画素が人間の観察者の目から分かりにくくなる。
【００２０】
　図２に、欠落インクジェット、間欠インクジェット又は微弱インクジェットを補償する
システムのブロック図を示す。システム２００は、印刷ヘッド２０６内のインクジェット
の複数のインクジェット発射信号を生成するように構成された印刷ヘッド発射信号発生器
２０４を備える。発射信号は、メモリ２１２に記憶された複数の発射信号パラメータを基
準にして生成される。メモリ２１２に記憶された発射信号パラメータには、発射信号の最
大電圧、発射信号のタイミング・シーケンス、及びインクジェットによるインクの発射に
影響を及ぼす他の既知のパラメータがある。また、発射信号発生器は、発射信号調整回路
２０８にも電気的に結合され、発射信号調整回路２０８は、また、発射信号パラメータが
記憶されるメモリ２１２にも結合される。発射信号調整回路は、発射信号調整回路２０８
が不良インクジェットを識別する信号を受け取ったときにインクジェットによって射出さ
れるインクの量をインクジェットが増やすために、発射信号パラメータ及び／又はインク
ジェット発射信号を修正するように構成される。例えば、第１の信号の調整回路は、イン
クジェット発射信号の最大電圧を高めてもよい。印刷ヘッド発射信号発生器２０４は、追
加電圧によって、インクジェットに追加インクを射出させる発射信号を生成することがで
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きる。欠落インクジェット、間欠インクジェット又は微弱インクジェットの近くの追加イ
ンクは、不良インクジェットによって提供されないインクを補償する支援をする。代替又
は追加として、不良インクジェットによって印刷される予定の画素が、代わりに欠陥画素
の近くのインクジェットによって印刷されてもよい。このシナリオでは、近位インクジェ
ットの発射信号は、不良インクジェットが機能した場合の発射信号から、不良インクジェ
ットに不良がなければ不良インクジェットによって射出されることになる画素のインクを
近位インクジェットに射出させる発射信号に増加される。別の実施形態では、発射信号調
整回路２０８は、不良インクジェットの近くの複数のインクジェット発射信号を増加させ
て、不良インクジェットによって印刷されるインクの画素を補償する。
【００２１】
　前に述べたように、印刷装置の操作を開始する前にインクジェットを正規化する方法は
既知である。印刷ヘッド発射信号発生器２０４は、そのような既知の方法のうちの１つを
実施し、正規化された発射信号パラメータをメモリ２１２に記憶する。記憶されたパラメ
ータには、発射信号の最大電圧の第１の電圧値、発射信号のタイミング・シーケンス、及
び他の既知の発射信号パラメータがある。第１の電圧値は、インクジェットを発射させる
ために使用されるフルスケール電圧より低い。一実施形態では、第１の電圧は、インクジ
ェットを発射させるためのフルスケール電圧の約６７パーセントである。発射信号の最大
電圧がインクジェットを発射させるためのフルスケール電圧より低いので、インクジェッ
トは、インクジェットから可能最大量を有するインク滴を生成できない。正規化後に、最
大電圧は、システム２００が組み込まれた印刷システムによって生成される画像内の最大
画素値と関連付けられる。
【００２２】
　発射信号調整回路２０８は、不良インクジェットを識別するインクジェット検出器から
の信号に応じて、インクジェットによって射出されるインクの量を増やすように所定の発
射信号パラメータのうちの１つを修正する。例えば、調整回路２０８は、識別された不良
インクジェットの近くにある少なくとも１つのインクジェットの最大電圧を第２の電圧ま
で高める。電圧範囲のこの拡大によって、印刷ヘッド発射信号発生器２０４は、第１の電
圧レベルより高い電圧を有する発射信号を生成することができる。電圧が高いほどインク
ジェットによって生成されるインク滴の量が多くなる。一実施形態では、発射信号調整回
路２０８は、不良インクジェットの近くの複数のインクジェットに関して、少なくとも１
つの所定の発射信号パラメータを修正する。近傍インクジェットは、印刷ヘッド内のイン
クジェット・アレイの不良インクジェットと隣り合ったインクジェットである。準近傍イ
ンクジェットは、近傍インクジェットの近くにあるインクジェットである。
【００２３】
　発射信号発生器は、対応する発射信号パラメータが修正された近位インクジェット用の
次の発射信号を生成するように構成される。発射信号を生成する際、発射信号発生器は、
不良インクジェットを補償するために、発射されるインクジェット用の発射信号に補償値
を加える。不良インクジェットが画像画素値を有する場合、近傍インクジェット用の発射
信号は全て補償値を基準にして生成されてもよい。この発射信号によってインクジェット
から射出される追加インクの量は、補償値と修正発射信号パラメータとを基準にして生成
される。
【００２４】
　インクジェットの最大電圧を高めることによって起こる１つの問題は、インクジェット
が後で故障する可能性が高いことである。図３に示したように、インクジェットによって
射出される液滴量は、電圧の上昇に比例して多くなる。しかしながら、図４は、インクジ
ェットが故障する率（間欠、微弱又は欠落（ＩＷＭ）率）が、発射信号電圧の上昇と共に
、特に発射信号電圧範囲の上側で非線形的に変化することを示す。ＩＷＭ率曲線の急上昇
部分内の電圧で発射信号が生成される可能性を低くするために、最大電圧は所定の限度に
保持されてもよい。一実施形態では、発射信号調整回路２０８は、不良インクジェットの
近傍のインクジェットの最大電圧を、インクジェットのフルスケール電圧の約８５パーセ
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【００２５】
　別の実施形態では、所定の発射信号パラメータは、印刷ヘッド発射信号発生器によるイ
ンクジェット発射信号の生成を、最大インク量発射信号の約９０パーセント以下のインク
ジェット発射信号に制限する。最大インク量発射信号は、インクジェットが射出すること
ができる最大量のインクをインクジェットに射出させるインクジェット信号である。この
実施形態では、発射信号調整回路は、インクジェット発射信号を、所定の発射信号パラメ
ータに従って生成される信号から、最大インク量発射信号の約９０パーセント～１００パ
ーセントの範囲のインクジェット発射信号に修正する。
【００２６】
　図５に、欠落インクジェット、間欠インクジェット又は微弱インクジェットを補償する
ために印刷ヘッドを制御する方法を示す。方法５００は、複数のインクジェット発射信号
を生成する段階（ブロック５０４）を含む。発射信号は、複数の発射信号パラメータを基
準として生成される。例えば、発射信号の最大電圧は、インクジェットを発射するための
フルスケール電圧より低い第１の電圧制限に対応することができる。不良インクジェット
を識別する信号を受け取ると（ブロック５０８）、生成された発射信号が、不良インクジ
ェットの近くのインクジェットによって射出されるインクの量を増やすことができるよう
に、少なくとも１つの発射信号パラメータが修正される（ブロック５１０）。この例を続
けると、最大電圧値は、不良インクジェットの近くの少なくとも１つのインクジェット用
に第２の電圧制限まで高められてもよい。不良インクジェットを識別する信号は、不良イ
ンクジェットがある印刷ヘッドと、印刷ヘッド内のインクジェットの位置とを識別する。
不良インクジェットによって射出される予定の画像画素を検出すると（ブロック５１４）
、修正された発射信号パラメータを有するインクジェット発射信号が生成される（ブロッ
ク５１８）。検討している例では、生成された発射信号の最大電圧は、第２のレベルまで
高められる。発射信号がインクジェットに送られてインクが射出される（ブロック５２０
）。その結果、補償インクジェットから射出されるインク滴量が増えるので、不良インク
ジェットの障害が分かりにくくなる。この方法を、発射信号最大電圧の修正に関して説明
したが、他の所定の発射信号パラメータを修正して不良インクジェットを補償してもよい
。前述の方法の一実施形態では、複数の近傍インクジェットの最大電圧が高められる。前
述のように、識別された不良インクジェットの近くのインクジェットは、近傍インクジェ
ット及び／又は準近傍インクジェットを含んでもよい。
【００２７】
　図５の方法は、また、１つ又は複数のインクジェット発射信号を、所定の発射信号パラ
メータによって制限された範囲から最大インク量発射信号に近い範囲に調整する処理を含
むことができる。例えば、インクジェット発射信号の生成は、最大インク量発射信号の約
９０パーセント以下の範囲に限定されてもよい。この調整は、インクジェット発射信号を
、所定の発射信号パラメータに従って生成される信号から、最大インク量発射信号の約９
０パーセント～１００パーセントの範囲のインクジェット発射信号に修正することを含ん
でもよい。追加又は代替として、インクジェット発射信号調整は、不良インクジェットに
よって印刷される予定の画素を補償してもよい。このタイプの調整は、不良インクジェッ
トに不良がなければ不良インクジェットによって印刷される画素を近位インクジェットに
印刷させるために不良インクジェットの近くの単一インクジェットのインクジェット発射
信号を増加させるか、不良インクジェットの近くの複数のインクジェットのインクジェッ
ト発射信号を増加させることを含む。複数のインクジェット発射信号の増加の総量は、不
良インクジェットが画素を印刷するために生成するインクジェット発射信号に近い。
【符号の説明】
【００２８】
　２０４　印刷ヘッド発射信号発生器、２０６　印刷ヘッド、２０８　発射信号調整回路
、２１２　発射信号パラメータ。
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